
＊4ページ以内で作成してください。フォントは原則として10.5を使用してください。
	申請年月日
	2010年　　　月　　　日

	申請団体名
	

	団体の活動分野
	(　)　環境　　　　　(　)　教育　　　　　(　)　女性

	申請プロジェクト名
	

	申請金額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円


基本情報
	所在地および連絡先
	〒

　　住所：

	
	TEL:       (       )               FAX:       (        )

	
	Email:            　　@ 

	
	URL:  

	担当者　
	［役職］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［氏名］

	担当者　連絡先
（常時連絡可能なもの）
	TEL:       (       ) 

Email:            @  

	法人格の有無
	(　)  有　/ 法人格の種類：　　　　　　　　　　　　

法人格取得年月：　　　　　　　　　　　　  

(　)  無　

	活動開始年月
	　　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　　

	団体のスタッフ数
	有給専従スタッフ　：　　名、有給非専従スタッフ　：　　名

無給専従スタッフ　：　　名、その他(具体的に：　　　　)：　　名

	決算額


	（      年度：　　　　年　月～　　　　　年　月）
総収入                  円　　総支出                  円　

【主な収入源：　入会金・会費＿＿円（　　%）； 寄付金＿＿円（　　%）； 自主事業収入＿＿円（　　%）；　補助金収入＿＿円（　　%）； 助成金収入＿＿円（　　%）；　その他＿＿円（　　%）】

	代表者氏名および経歴（団体の活動に関わる経歴を、100字程度で記入してください。）
	[代表者氏名]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[役職]
[経歴]


	事務局責任者の経歴（団体の活動に関わる経歴を、100字程度で記入してください。）


	[事務局責任者氏名] 　　　　　　　　　　　　　　　　[役職]
[経歴]



団体の概要
	団体のミッションおよび活動目的（200字程度）

	

	設立の経緯（100字程度）

	

	団体の主要事業（箇条書きで簡潔にお書き下さい）

	

	今後２～３年の目標と、それを達成するために計画していること（200字程度）

	

	今後２～３年の目標を実現するために解決すべき、団体運営上の課題は何ですか？（200字程度）

	


これまで受けた企業寄付・助成金・行政補助金・行政委託（新しいものから3件）

	助成金あるいは委託事業名称
	企業名あるいは機関名
	金額
	年

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


申請プロジェクトについて
前のページにお書きいただいた、「今後２～３年の目標を実現するための、団体運営上の課題」の解決につながるプロジェクトを申請して下さい。（例：自主財源の獲得につながるような新規事業の開発、人材の育成、広報ツールの作成、ファンドレイジング（資金調達）体制の強化　等）

	申請プロジェクト名
	


1. 申請プロジェクトの目的（200字程度）（何のために、どのような団体運営上の課題を解決するかお書き下さい）
	


2. 申請プロジェクトの目標（200字程度）（できるだけ数値を使って、具体的な目標をお書き下さい。）
	


3. 申請プロジェクトの具体的な内容（500字以内）（方法、場所、期間、誰がなにを行うか、等についてお書きください。）
	


4. 申請プロジェクトを行うことにより期待される成果（300字以内）（プロジェクトを行った結果、団体の自立・自稼動がすすむことによって、社会にとってどのような良い変化を生み出すことができるかについてお書き下さい。）
	


5. 申請プロジェクト実施のスケジュール（簡単に、箇条書きでお書きください。）
	～2011年1月
	〔準備期間〕

	2011年2月～
	〔助成開始〕



	2012年2月
	〔事業実施報告〕


6. 申請プロジェクトの予算書
	総予算　　　　　　　　　　　　　　　　円
	助成金申請額　　　　　　　　　　　　　　　　円


	費目

（「人件費」「家賃」「設備費」「研修費」「講師謝金」など）
	内容

（項目、単価、算出根拠など）
	金額

（総予算の内訳）
	助成金充当額

（助成金申請額の

内訳）

	
	
	円
	円

	
	
	円
	円

	
	
	円
	円

	
	
	円
	円

	
	
	円
	円

	
	
	円
	円

	
	
	円
	円

	合計
	円
	円


＊助成金の使途に制限は設けません。団体の自立や組織基盤の強化につながる、人件費、家賃、設備費、研修費、講師謝金などを助成します。
（個人情報の取り扱いについて）

	当プログラムへの応募を通じて皆様からお預かりする個人情報は、適切に管理し、ご本人の承諾のない限り、当プログラムに関連する目的以外に使用することはありません。パブリックリソースセンターにおける個人情報の取り扱いについての詳細は、以下のサイトをご参照いただき、ご同意のうえお申し込みください。申請用紙の提出をもって、ご同意いただいたものとさせていただきます。

· パブリックリソースセンターの個人情報取り扱いについて：
http://www.public.or.jp/privacy/index.html 


第６回「日本興亜おもいやりプログラム」


助成申請用紙
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